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【水素モデル実現時の絵姿】

脱炭素社会では各地域で水素モデルが組み合わせて適用され、地産地消を行いつつ、

電力や水素が融通されることで水素サプライチェーンが形成される

水素モデル実現時の絵姿

*上記の地域間連携やモデルの組み合わせはイメージであることに留意が必要

水素輸送

青字:実証事業地域

輸入水素

中心

再エネ

中心

神奈川県横浜市・川崎市

福岡県北九州市

山口県周南市・下関市

北海道室蘭市

秋田県能代市

福島県浪江町

北海道河東郡鹿追町

海岸沿い

内陸

海岸沿い

内陸

海外から輸送

地方

都市
空港

港湾

市街

地

工業

団地

物流
コンビ

ナート

小都市
工業

団地

空港

港湾

農村

漁村

物流

地方

都市
物流

空港

港湾

市街

地

工業

団地

大都市

市街

地

物流
空港

港湾

工業

団地

地方

都市
物流

空港

港湾

市街

地

工業

団地

大都市

市街

地
物流

工業

団地

農村

漁村

地方

都市

物流
市街

地

工業

団地

町村
農村

漁村
物流

町村
農村

漁村
物流

小都市

物流
市街

地

町村

物流
農村

漁村

小都市

物流

町村

農村

漁村

物流
工業

団地

地方

都市

物流
市街

地

工業

団地

大都市

市街

地
物流

工業

団地

小都市

物流

市街

地

空港

港湾

小都市

物流
市街

地

宮城県富谷市

北海道白糠町・釧路市

離島
離島

独立型

町村

中山間地域

離島

独立型
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【脱炭素社会における水素モデルの分類】

脱炭素社会における水素モデルは7つに分類され、各モデルはサブモデルに細分化される

脱炭素社会で想定される水素モデル

*: 石油化学コンビナートを想定、またこれらのモデルが組み合わされるケースあり

利用モデル名称

市街地・街区モデル

物流地域モデル

農村・漁村モデル

離島モデル

工業団地モデル

コンビナートモデル*

港湾・空港モデル

１

2

3

4

5

6

7

主な水素利用

FCバス、FCV

農業用トラクター

FCFL・FCトラック

定置型FC
電力需給調整

自家発電

ボイラー

石油精製、E-Fuel製造
ケミリサ、P2C、製鉄

FC航空機・FC船舶
FCFL・FCトラック

電力の需給調整

広域連携可
（地域間でエネルギーを

融通することが可能）

広域連携不可
（マイクログリッド等）

広域連携可
（地域間でエネルギーを

融通することが可能）

業務利用中心市街地モデル

農村モデル

基幹物流モデル

系統連系型離島モデル

都市ガスインフラ工業団地モデル

化学産業モデル

港湾モデル

サブモデル名称

家庭利用中心市街地モデル

漁村モデル

配送モデル

マイクログリッド型離島モデル

LPガスインフラ工業団地モデル

鉄鋼産業モデル

空港モデル

1-1

1-2

2-1

2-2

3-1

3-2

4-1

4-2

5-1

5-2

6-1

6-2

7-1

7-2


